
第 7 人材の確保及び介護現場の生産性の向上の推進

< 現状と課題 >

〇 福 祉 • 介 護 現 場 で は離 職 率 が 高 い傾 向 で 推 移 し、労働 移 動 が激 しい 状 況 に あ

り、有 効 求 人 倍 率 は全 職 種 と比 較 して 高 い水 準 に あ ります 。介 護 人 材 の 需 給 推

計 に よれ ば 、令 和 8 (2026) 年 に は2, 749人 、令 和 22 (2040) 年 に は2, 816人 の介 護

職 員 が 不 足 す る見 込 み で あ り、 介 護 人 材 の確 保 は 喫 緊 の課 題 で す 。

〇 少 子 高 齢 化 の進 行 等 に よ り、生 産 年 齢 人 口が減 少 す る 中 で 、拡 大 す る福 祉 ・

介 護 ニ ー ズ に 的確 に対 応 す るた め に は 、多 様 な人 材 の確 保 に努 め る と と も に 、

専 門 的 知 識 ・技 能 を備 え た 質 の 高 い 人 材 の 計 画 的 • 安 定 的 な養 成 と定 着 を 図 る

こ とが 必 要 で す 。

〇 人 材 の確 保 と定 着 の た め に は 、労働 条 件 や 職 場 環 境 の 改 善 が重 要 で す 。本 県

に お け る介 護 職 員 処 遇 改 善加 算 の 取 得 割 合 は 、全 国 平 均 よ り低 い た め 、加 算 の

取 得 に よ る処 遇 改 善 の 一 層 の推 進 が必 要 で す 。

〇 ま た 、生 産 年 齢 人 口の減 少 に よ り、介 護 分 野 の 人 的 制 約 が 強 ま る 中 、職 場 環

境 の 改 善 等 の 取 組 を通 じ、職 員 の負 担 軽 減 を 図 る と と も に 、ケ ア の 充 実 等 、介

護 サ ー ビス の 質 の 向 上 へ つ な げ て い くな ど、 生 産 性 向 上 の推 進 に 取 り組 ん で

い く こ とが 必 要 で す 。

< 七次プランの数値 目標の達成状況 >

(単位 : 人 )

▼ 県福祉 人材 セ ンター の有効 求職 登録者数 は、 目標 のペ ー ス を下回 ってい ます が、 引 き続

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

県 福 祉 人 材 セ ン ター の 有 効

求 職 登 録 者 数 (月 平 均 )
294 366 339 62. 5%

き、 きめ細や か な就 労支援 に よる人材 の参入促進 に取 り組 み ます。

(単位 : 人 )

▼ 介護 支援 専 門員 登録者数 は順調 に推移 し、 目標 を達成 す る見込 み です。

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

介護支援専門員登録者数 (累計) 9, 461 10, 000 9, 933 87. 6%

(単位 : 人 )

▼ 介護員養成研修修 了者数 は概 ね順調 に推 移 し、 目標 を達成す る見込み です。

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

介護員養成研修修了者数 (累計) 5, 613 7, 400 7, 215 89. 6%
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(単位 ：件)

▼ 認 定件数 は減 少傾 向にあ り、 目標 のペ ー ス を下 回 って い ます が、引 き続 き、関係機 関 と連

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 直近値(R4年度) 達 成 率

医療 的ケアを実施 できる介護

職員等 の認定件数 (累計)
4, 162 4, 930 4, 648 63. 3%

携 しなが ら、 医療 的 ケア を実施 で きる介護職 員等 の養 成 に取 り組 み ます。

(単位 : 人)

▼ I C T の普 及 に関す るセ ミナー の参加者 数 (累計) は、 目標 を下 回 る見込み です が、引 き

指 標 令和元年度 目標値(R5年度) 見込値(R5年度) 達 成 率

I CT の普及に関するセ ミナー

の参加者数 (累計)
一 300 244 81. 3%

続 き、 I C T 等 を活 用 した介護 現場 の業務 の効 率 化 と質 の向上 に取 り組 み ます。

< 取組方針 >

少 子 高 齢 化 の進 行 等 に よ り、 生 産 年 齢 人 口が減 少 す る 中 で 、拡 大 す る福 祉 • 介

護 ニ ー ズ に 的確 に対 応 す るた め 、 中長 期 的 な視 点 に 立 っ て 、質 の 高 い 人 材 の安 定

的 な養 成 • 確 保 、資 質 の 向 上 や 働 きや す い 環 境 づ く りに取 り組 む と と も に 、 業 務

の効 率 化 及 び 質 の 向上 を促 進 します 。

介護サービスにおける生産性向上の捉え方

介 護 現 場 にお け る生 産 性 向 上 とは 、 介 護 ロボ ッ ト等 の テ ク ノ ロ ジー を活 用 し、 業

務 の 改 善 や 効 率 化 等 を進 め る こ とに よ り、職 員 の 業 務 負 担 の軽 減 を 図 る と と もに 、

業 務 の 改 善 や 効 率 化 に よ り生 み 出 した 時 間 を直 接 的 な介 護 ケ ア の業 務 に 充 て 、利 用

者 と職 員 が接 す る時 間 を増 や す な ど、 介 護 サ ー ビス の 質 の 向 上 に もつ な げ て い く こ

とで す 。

【図3 - 1- 7 - 1 】 : 介護サービスにおける生産性向上の捉え方

上位 目的

業務改善 に
取組む意義

資 料 : 厚 生 労 働省 「介 護 サ ー ビス事 業 にお け る生 産性 向上 に資 す るガイ ドライ ン」
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! 福祉 • 介護人材 の養成 と確保

拡 大 、 多 様 化 す る福 祉 • 介 護 ニ ー ズ に 的確 に対 応 で き る よ う、学 生 等 の 新 た な

人 材 や 中高 年 齢 者 等 の参 入 促 進 等 、 多 様 な人 材 の確 保 • 育 成 に取 り組 む と と も

に 、福 祉 ・介 護 分 野 の魅 力 発 信 に よ る職 業 イ メー ジ の 向 上 や 有 資 格 者 の着 実 な養

成 等 に努 め ます 。

(1) 福祉 • 介護人材の安定的な確保

学 校 教 育 や 労働 分 野 にお け る 関係 機 関等 との 緊 密 な連 携 に よ り、福 祉 • 介 護 の

仕 事 を 目指 す 人 材 の安 定 的 な確 保 を 図 ります 。

ア 多様な人材の参入促進

〇 介 護 福 祉 士 養 成 施 設 の 学 生 に対 す る修 学 資 金 の貸 付 、事 業 所 にお け る職 場

体 験 等 の 実 施 、複 数 の 事 業 所 が合 同 で行 う就 職 フ ェ ア 等 へ の 支 援 を行 い 、福

祉 • 介 護 職 場 へ の就 業 を促 進 します 。

〇 中高 年 等 を対 象 と した 事 業 者 との マ ッチ ン グや 研 修 機 会 の提 供 、 高 齢 者 が

介 護 助 手 等 と して働 け る環 境 の整 備 を 図 り、 地 域 住 民 等 の 多 様 な人 材 の 参 入

を促 進 します 。

〇 介 護 福 祉 士 資 格 の 取 得 を 目指 す 外 国 人 留 学 生 を支 援 す る県 内介 護 施 設 等

に対 す る経 費 助 成 等 の 取 組 を通 じて 、外 国人 介 護 人 材 の確 保 を 図 ります 。

〇 県 福 祉 人 材 セ ン ター に お い て 、公 共 職 業 安 定 所 等 と緊 密 な連 携 を 図 りな が

ら、 就 業 に 関す る相 談 や 情 報 提 供 、職 業 紹 介 等 を実 施 します 。

〔数値 目標29〕県福祉人材センターの有効求職登録者

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令 和 8 年 度 ( 目標 値 )
(2026)

県福祉人材セ ンターの有効求職登録者数 (月平均) 339人 360人

〇 離 職 した 介 護 人材 の 届 出 シ ス テ ム を活 用 した 事 業 所 との マ ッチ ン グ、 知 識

や 技 術 を再 確 認 す るた め の研 修 、 再 就 職 準備 金 の 貸 付 な どに よ り、 福 祉 • 介

護 職 場 へ の再 就 職 を促 進 します 。

イ 学校教育等との連携による将来的な担い手の育成

〇 教 育 委 員 会 や 事 業 者 団 体 等 と連 携 • 協 力 し、 学 校 で の キ ャ リア 教 育 • 職 業

教 育 の場 等 に お け る、 職 場 見 学 • 職 場 体 験 活 動 、福 祉 • 介 護 に 関す る学 習 、

福 祉 ボ ラ ンテ ィ ア活 動 な どの 取 組 を進 め る こ とに よ り、 早 い段 階 か ら福 祉 ・
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介 護 分 野 に対 す る理 解 を深 め 、将 来 的 な福 祉 • 介 護 分 野 の 担 い 手 の 育 成 を 図

ります 。

ウ 福祉 • 介護の魅力発信による職業イメージの向上

〇 多 様 な広 報 展 開 に よ り、福 祉 • 介 護 職 のや りが い や 魅 力 を将 来 の担 い 手 と

な る若 い 世 代 や そ の保 護 者 、 教 員 等 社 会 全 体 に発 信 し、職 業 イ メー ジ の 向 上

を図 り、 担 い 手 の確 保 につ な げ ます 。

工 介護事業者による主体的な取組促進

〇 個 々 の 事 業 者 の人 材 確 保 • 育 成 の 取 組 状 況 を求 職 者 側 か ら 「見 え る化 」 す

る こ とに よ り、 事 業 者 の意 識 改 革 と介 護 人 材 の確 保 を 図 る認 証 評 価 制 度 で あ

る 「や ま ぐち働 きや す い介 護 職 場 宣 言 制 度 」 に よ り、介 護 事 業 者 の 主 体 的 な

人 材 確 保 • 育 成 の 取 組 を促 進 します 。

(2) 福祉 • 介護人材の養成

要 支 援 • 要 介 護 認 定 者 の増 加 な どに伴 い 、 拡 大 、 多 様 化 す る介 護 ニ ー ズ に対 応

で き る よ う、 関係 機 関 ・団 体 等 と連 携 して 、 介 護 支 援 専 門員 や 社 会 福 祉 士 、 介 護

福 祉 士 等 を着 実 に養 成 し、 質 の 高 い 人 材 の安 定 的 な確 保 を 図 ります 。

< 介護支援専門員 (ケアマネジャー) >

〇 「実 務 研 修 受 講 試 験 」 合 格 者 に対 す る実 務 研 修 を行 うと と も に 、潜 在 的 有

資 格 者 等 に対 す る再 研 修 や 実 務 者 の 資 格 更 新 に係 る研 修 等 を実 施 し、 専 門 的

人 材 の養 成 ・確 保 を 図 りま す 。
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［0 3 - 1- 7 - 2 ］介護支援専門員の資格 • 研修体系の概要

スーパーバイザー レベル

更新期限 5年 !

中堅 レベル

OJT、OFF-JL 自己研鑽

【表 3 - I - 7 - 1 I 介護支援専門員登録者数 (累計)

H29(2O17) H30(2018) RK 2019) R2(2020) R3(2021) R4(2022)

累 計 9, 331 人 9, 412 人 9, 461 人 9, 658 人 9, 814 人 9, 933 人

［資料 ］ 「山 口県長 寿 社 会課 」

【表 3 - 1- 7 - 2 】介護支援専門員実人数

R2(2020) R3(2021) R4(2022)

実 人 数 2, 599 人 2, 637 人 2, 634 人

［資 料 ］ 「介護 サー ビス施 設 • 事 業 所 調査 」 (厚 生 労働 省 )

〔数値 目標30〕介護支援専門員登録者

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令 和 8 年 度 ( 目標 値 )
(2026)

介 護 支 援 専 門員 登 録 者 数 (累 計 ) 9, 933人 10, 500人

更新期限 5年更新期 限 5年
証
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< 社会福祉士 • 介護福祉士 • 精神保健福祉士 >

〇 保 健 福 祉 系 大 学 や 関係 機 関 ・団 体 等 と連 携 し、社 会 福 祉 士 、 介 護 福 祉 士 及

び 精 神 保 健 福 祉 士 の着 実 な養 成 ・確 保 を 図 ります 。

〇 介 護 福 祉 士 修 学 資 金 貸 付 制 度 等 に よ り、 介 護 福 祉 士 の 安 定 的 な養 成 • 確 保

を 図 ります 。

【表 3 - 1- 7 - 3 I 社会福祉士 • 介護福祉士 • 精神保健福祉士養成施設等の状況

(令 和 5 (2023) 年 4 月 1 日)

区 分 施 設 数 総 定 員 入 学 定 員

社 会 福 祉 士 養 成 施 設 等 5 施 設 932人 293人

介 護 福 祉 士 養 成 施 設 等 8 施 設 648人 211人

精 神 保 健 福 祉 士 養 成 施 設 等 1 施 設 120人 30人

(注) 1 ) 「社 会福祉 士養 成 施 設 等 」 に は、社 会福祉 士 国家試 験 受 験 資格 が取得 可育目な大 学等 を含 む。

2 ) 「介護 福祉 士養 成 施 設 等 」 には 、福 祉 系高校 を含 む。

3 ) 「精 神保 健福 祉 士養 成施 設 等 」 には、精神保 健 福祉 士 国家試 験 受 験 資格 が取得 可能 な大学等

を含 む。

【図3 - 1- 7 - 3 I 社会福祉士の主な資格取得方法

国 家 試 験

福 祉 系 大 学 等 ル ー ト
( 県 内4 校 )

< >

r ヽ

養 成 施 設 ル ー ト

( 県 内 1校 )
X ノ

行 政 職 ル ー ト
( 児童相談所 等での 実務経M知

< >

福 祉 系 大 学 等 で

指 定 科 目履 修
(実習等に基準設定)

\ ノ

Z ヽ

養 成 施 設 1 年 以 上

< ノ

’ 養 成 施 設 6 月 以 上 、
+

児童福祉士等の
実務経験 (4年以上)
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【図3 - I - 7 - 4 ! 介護福祉士の主な資格取得方法

※平成29(2017)年度以降、養成施設ルー トの卒業生 は国家試 験 の受験 が義務 付 け られ ま し
たが、経過措置 として、養成施設 を令和 8 (2026)年度 までに卒業す る方 は、卒業後 5 年

間続 けて介護 等 の業務 に従事す ること、 も しくは、 この間に国家試 験 に合格す る こ と

で、介護福祉 士 と しての登録 を継続す るこ とがで きます。

【図3 - I - 7 - 5 ］精神保健福祉士の主な資格取得方法

保健福祉系大学等ルート

( 県 内 1校 )

r

短期養 成施設ルー ト 一般養 成施設ルー ト

ゝ

/  \
保健福祉 大学等

(指定科 目設置)
(実習等に基準設定)

短期養 成施設
(6月以上)

一般養成施設
ゝ (1年以上)

保 健 福 祉 大 学 等
(基礎科 目設置)

、 (実習等に基準設定) ,

’ ヽ

一 般 大 学 • 短 大 等
(実務経験に基準設定)

L J

国 家 試 験

Z ゝ
養 成施設ルー ト

( 県内5校 )
k ノ

z ヽ
福祉 系高校 ルー ト

( 県内3校 )
k ノ

Z ゝ
実務経験 ルー ト

( 施 設等での 介 護実 務 経験)

< >

r ヽ

養 成施設 2 年以上
( 1,850時間)

X ) �

r ヽ

福祉 系!Wj校 3 年 以上
( 1,855 時間)

< J

(  実務経験
(3 年以上)

+

実務者研修修 了
ゝ ( 450時間) ノ
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< 訪問介護員 (ホームヘルパー) >

〇 社 会 福 祉 法 人 、 学 校 法 人 、株 式 会 社 等 を介 護 員 養 成 研 修 の 事 業 者 と して 指

定 す る こ とに よ り、 多 様 な ニ ー ズ に対 応 で き る訪 問介 護 員 の養 成 機 会 の確 保

を 図 ります 。

【表 3 - 1- 7 - 4 】訪問介護員実人数

資料 ： 「介護 サー ビス施設 ・事 業所 調 査 」 (厚 生労働省 )

R2 (2020) R3 (2021) R4 (2022)

実 人 数 5, 836 人 5, 802 人 5, 999 人

常 勤 換 算 3, 363 人 3, 43I 人 3, 331 人

【表 3 -  I -  7 -  5 】介護員養成研修の実施状況

(令 和 4 (2022) 年 度 )

区 分 事 業 者 指 定 数 年 間修 了者 数

介 護 員 養 成 研 修 61事 業 所 439人

【図3 - 1- 7 - 6 】訪問介護員の養成研修

介護福祉士養成 のための

実務者研修
< 450時間 >

\ )
以

介護 員養成研修

• 介護職 員初任者研修
< 130時 間 >

• 生活援助従事者研修
< 59時間 >

う

〔数値目標31〕介護員養成研修修了者

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令 和 8 年 度 ( 目標 値 )
(2026)

介 護 員 養 成 研 修 修 了者 数 (累 計 ) 7, 215 人 9, 150 人
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< 医療的ケアを実施できる介護職員等 >

〇 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム等 の施 設 や 在 宅 等 にお い て 、 医療 的 ケ ア ( ［客痰 吸 引 や

経 管 栄 養 な ど) を実 施 で き る人 材 の確 保 及 び 資 質 の 向 上 を 図 る と と も に 、 よ

り安 全 に ケ ア の提 供 が 行 わ れ る よ う、研 修 体 制 の 充 実 を 図 ります 。

【図3 -  I - 7 - 7 】介護職員等による医療的ケアに係る研修制度概要

【図3 - 1- 7 - 8 】医療的ケアを実施できる介護職員等の認定件数 (累計)

［資料 ］ 「山 口県長 寿 社会課 」

〔数値 目標32〕医療的ケアを実施できる介護職員等の認定

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令 和 8 年 度 ( 目標 値 )
(2026)

医療的ケアを実施できる介護職員等の認定件数(累計) 4, 648件 5, 292件
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< 保健師 • 助産師 • 看護師 • 准看護師>

〇 在 宅 医療 ニ ー ズ 等 の増 加 に伴 う需 要 増 や 医療 の 高 度 化 • 専 門化 、 チ ー ム 医

療 の推 進 等 に対 応 す るた め 、 看 護 職 員 の養 成 確 保 、 離 職 防 止 • 再 就 業 支 援 、

資 質 向 上 を柱 と した 看 護 職 員 確 保 対 策 に取 り組 み ます 。

【表 3 - 1- 7 - 6 I 看護職員養成施設の状況

(令 和 5 (2023) 年 4 月 1 日)

区 分 施 設 数 総 定 員 入 学 定 員

保 健 師 • 助 産 師 ・看 護 師養 成 施 設 1 施 設 320人 80人

保 健 師 • 看 護 師 養 成 施 設 3 施 設 710人 175人

助 産 師 養 成 施 設 1 施 設 12人 12人

看 護 師 養 成 施 設 17施 設 2, 650人 955人

准  看 護 師 養 成 施 設 8 施 設 820人 350人

計 30施 設 4, 512 人 1, 572 人

< 理学療法士 • 作業療法士 • 言語聴覚士 >

〇 県 内 に は 、 理 学 療 法 士 養 成 施 設 が 3 箇 所 、 作 業 療 法 士養 成 施 設 が 2 箇

所 、 言 語 聴 覚 士養 成 施 設 が 1 箇 所 設 置 され て お り、 質 の 高 い 理 学 療 法 士 、

作 業 療 法 士 及 び 言 語 聴 覚 士 の確 保 が 図 られ て い ます 。

【表 3 -  I -  7 - 7 】理学療法士 • 作業療法士 • 言語聴覚士養成施設の状況

(令 和 5 (2023) 年 4 月 1 日)

区 分 施 設 数 総 定 員 入 学 定 員

理 学 療 法 士養 成 施 設 3 施 設 560人 160人

作 業 療 法 士養 成 施 設 2 施 設 240人 60人

言 語 聴 覚 士養 成 施 設 1 施 設 80人 20人

< 管理栄養士 • 栄養士 >

〇 高 齢 者 の健 康 的 な 生 活 習 慣 の確 立 や 生 活 習 慣 病 の 予 防 • 重 症 化 予 防 に 向 け

た支 援 、入 所 施 設 及 び 介 護 予 防 事 業 に お け る栄 養 指 導 な ど、 サ ー ビス の 充 実

に 向 け て 、養 成 ・確 保 を 図 ります 。
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【表 3 - I - 7 - 8 ］管理栄養士 • 栄養士養成施設の状況

(令 和 5 (2023) 年 4 月 1 日)

区 分 施 設 数 総 定 員 入 学 定 員

管 理 栄 養 士 養 成 施 設 2 施 設 316人 82人

栄 養 士養 成 施 設 2 施 設 160人 80人

< 歯科衛生士 • 歯科技工士 >

〇 多 様 化 す る歯 科 保 健 医療 の需 要 に対 応 し、適 切 な歯 科 保 健 医療 サ ー ビス が

提 供 で き る よ う、 歯 科 衛 生 士 • 歯 科 技 工 士 の養 成 ・確 保 を 図 ります 。

【表 3 -  I -  7 -  9 】歯科衛生士 • 歯科技工士養成施設の状況

(令 和 5 (2023) 年 4 月 1 日)

区 分 施 設 数 総 定 員 入 学 定 員

歯 科 衛 生 士養 成 施 設 2 施 設 270人 90人

歯 科 技 工 士 養 成 施 設 1 施 設 66人 22人

2 福祉 • 介護人材 の資質の向上

多 様 化 • 高 度 化 す る福 祉 • 介 護 ニ ー ズ に 的 確 に 対 応 で き る 人 材 の 養 成 及 び そ

の 定 着 を 図 るた め 、 キ ャ リア ア ップや 従 事 者 の職 種 、 経 験 に応 じた 専 門性 の 向上

の た め の研 修 を充 実 します 。

(1) キャリアパスに対応 した研修等の計画的な実施

〇 キ ャ リアパ ス に対 応 した 生 涯 を通 じた研 修 体 系 を構 築 し、施 設 職 員 研 修 を計

画 的 に実 施 します 。

〇 認 知 症 介 護 実 践 者 及 び そ の指 導 的 立 場 に あ る者 に対 す る実 践 的 な研 修 や 、認

知 症 介 護 を提 供 す る事 業 所 を 管 理 す る立 場 に あ る者 等 に対 す る適 切 な サ ー ビ

ス の提 供 に 関す る研 修 を、 経 験 年 数 や 役 職 等 に応 じて 段 階 的 • 計 画 的 に実 施 し

ます 。

〇 質 の 高 い 訪 問介 護 サ ー ビス の提 供 を 図 るた め 、 サ ー ビス提 供 責 任 者 や サ ー ビ

ス提 供 責 任 者 選 任 要 件 を満 た す 訪 問介 護 員 に対 して 、訪 問介 護 計 画 の作 成 等 に

関す る研 修 を計 画 的 に実 施 します 。

〇 介 護 支 援 専 門員 の研 修 体 系 に基 づ き、 キ ャ リア段 階 ご とに適 切 な研 修 を実 施

し、 介 護 支 援 専 門員 の 資 質 及 び 専 門性 の 向 上 を 図 ります 。
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〇 地 域 包 括 支 援 セ ン ター や 介 護 事 業 所 に お け る ケ ア マ ネ ジ メ ン トの 中核 的 役

割 を担 う主任 介 護 支 援 専 門員 の 計 画 的 な養 成 • 確 保 を 図 ります 。

(2) 専門性の向上を図るための研修の充実

〇 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の構 築 を支 援 す るた め 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 中核

的 な役 割 を担 う地 域 包 括 支 援 セ ン ター 職 員 に対 して 、 コー デ ィネ ー トカ の養 成

を は じめ とす る研 修 を実 施 します 。

〇 認 知 症 の 人 の 早 期 発 見 や ケ ア 、 家 族 の支 援 に 関 わ る保 健 、 医療 、福 祉 専 門職

員 に対 す る専 門研 修 を実 施 し、認 知 症 に対 す る介 護 • 医療 の 質 的 な 向上 を 図 り

ます 。

〇 看 護 職 員 に対 す る 医療 的観 点 か らの 実 践 的 な知 識 • 技 術 の 習 得 を 図 る研 修 を

実 施 し、 介 護 施 設 にお け る身 体 的 拘 束 の廃 止 に努 め ます 。

〇 介 護 予 防 ケ ア マ ネ ジ メ ン トに従 事 す る介 護 支 援 専 門員 や 関係 職 員 に対 して 、

介 護 予 防 サ ー ビス 計 画 の 作 成 や 介 護 予 防 に 関す る研 修 を実 施 し、 質 の 高 い 介 護

予 防 サ ー ビス の提 供 を 図 ります 。

〇 研 修 の 実 施 に あ た っ て は 、 オ ン ライ ン研 修 の 活 用 や 関係 機 関 の 連 携 を推 進

し、 効 果 的 、 効 率 的 な研 修 実 施 に努 め ま す 。

3 労働環境 • 処遇 の改善

福 祉 • 介 護 の 業 務 に安 心 して従 事 で き る よ う、 労働 条 件 • 職 場 環 境 の 改 善 や 福

利 厚 生 の 充 実 な ど、働 きや す い 環 境 づ く りを支 援 します 。

(1) 労働条件 • 職場環境の改善と福利厚生の充実

〇 介 護 事 業 所 の処 遇 改 善 を 図 るた め 、 各 種 研 修 へ の職 員 参 加 の促 進 や 適 切 な給

与 水 準 の確 保 が 図 られ る よ う努 め ます 。

〇 介 護 事 業 所 に対 して 、 エ ル ダ ー • メ ン ター 制 度 に 関す る研 修 や 導 入 支 援 を行

い 、 新 人 介 護 職 員 の早 期 離 職 防 止 や キ ャ リア 形 成 を促 進 します 。

〇 事 業 者 や 従 業 者 に対 し、 労働 基 準 法 を は じめ 労働 関係 法 規 の 内容 の周 知 と理

解 を 図 る こ とに よ り、雇 用 環 境 の 改 善 を進 め ます 。

〇 労働 時 間 、年 次 有 給 休 暇 等 の 労働 実 態 や ワー ク • ライ フ • バ ラ ンス の推 進 な

どの調 査 を実 施 し、働 き方 改 革 の施 策 検 討 の基 礎 資 料 と して 活 用 します 。

〇 育 児 • 介 護 休 業 、 短 時 間 勤 務 、 短 時 間 正 社 員 制 度 な ど多 様 で 柔 軟 な働 き方 が

可 能 とな る制 度 の 普 及 や 、 そ れ らを利 用 しや す い職 場 環 境 づ く りを進 め ます 。

〇 資 格 や 経 験 を適 正 に評 価 す る制 度 の 導 入 や キ ャ リア ア ップ の た め の研 修 参

加 を促 進 す る な ど、介 護 職 員 が働 きや す い職 場 環 境 づ く りを支 援 します 。
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〇 独 立 行 政 法 人福 祉 医療 機 構 が 実 施 す る退 職 手 当共 済 事 業 や 社 会 福 祉 施 設 職 員

が 出産 又 は傷 病 の た め に長 期 休 暇 を必 要 とす る場 合 の代 替 職 員 の雇 用 に要 す る

経 費 を助 成 します 。

〇 福 祉 施 設 職 員 の 労働 環 境 の 改 善 を 図 るた め、県 健 康 福 祉 財 団 が 実施 す る、福 祉

職 員 等 退 職 手 当共 済 事 業 及 び 福 祉 施 設 職 員 福 利 厚 生 事 業 の充 実 が 図 られ る よ う

支 援 します 。

〇 各 地 域 にお け る社 会 福 祉 法 人 等 の連 携 強 化 を図 り、複 数 の小 規 模 な社 会 福 祉 法

人 等 が 協 働 して 行 う地 域 公 益 活 動 や 経 営 労 務 管 理 体 制 の底 上 げ を 図 る取 組 を支

援 します 。

〇 職 場 にお け るセ ク シ ャル ハ ラス メ ン ト又 はパ ワー ハ ラ ス メ ン トの 防 止 の た め

の指 針 の 明確 化 等 、雇 用 管 理 上 の 必 要 な措 置 が 講 じ られ る よ う事 業 者 に対 し指

導 ・助 言 します 。

4 業務 の効率化 と質の向上

介 護 現 場 にお け る業 務 の効 率 化 と質 の 向上 を 図 るた め 、 業 務 仕 分 けや ロボ ッ ト

- I C T の活 用 等 に よ る介 護 現 場 の 業 務 改 善 や 職 員 の負 担 軽 減 に 向 け た 取 組 を支

援 す る と と もに 、 介 護 分 野 の 文 書 に係 る負 担 軽 減 に取 り組 み ます 。

(1) 介護現場における取組の促進

〇 市 町 や 関係 団 体 と連 携 して 、介 護 現 場 に お け る業 務 仕 分 け の推 進 、 普 及 に 取

り組 み ます 。

〇 介 護 職 員 の 業 務 を細 分 化 し、 介 護 未 経 験 者 の 高 齢 者 に も対 応 可 能 な 比 較 的簡

単 な 業 務 を担 う介 護 助 手 の雇 用 を促 進 す る こ とに よ り、 介 護 職 員 が 担 う業 務 の

効 率 化 と質 の 向 上 を 図 ります 。

〇 介 護 ロボ ッ トの 導 入 を支 援 し、介 護 職 員 の 身 体 的 負 担 の軽 減 や 業 務 の効 率 化

な ど、働 きや す い職 場 環 境 の 整 備 を促 進 す る と と も に 、 これ ま で の 支 援 実 績 か

ら、機 器 分 野 (移 乗 支 援 、移 動 支 援 、排 泄 支 援 、見 守 り • コ ミュニ ケ ー シ ョン、

入 浴 支 援 、 介 護 業 務 支 援 ) ご との 導 入 台 数 や 導 入 効 果 等 を検 証 し、 介 護 現 場 の

ニ ー ズ 等 につ い て周 知 を 図 ります 。

〇 介 護 事 業 所 に 対 して 、 I C T の 導 入 支 援 や 導 入 に 向 け た 普 及 啓 発 を行 い ま

す 。 I C T 機 器 • ソ フ トウェ ア の活 用 に よ り、 介 護 記 録 入 力 、情 報 共 有 、報 酬

事 務 とい っ た 事 務 を転 記 不 要 で 作 成 で き る よ うに な る こ とで 記 録 負 担 の 軽 減

や 情 報 共 有 の促 進 等 に よ る介 護 現 場 に お け る業 務 効 率 化 と質 の 向 上 を 図 りま

す 。
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〇 介 護 ロボ ッ ト• I C T 導 入 支 援 を含 む 、介 護 サ ー ビス事 業 所 の 生 産 性 向上 に資

す る様 々 な支 援 ・施 策 を総 合 的 • 横 断 的 に一 括 して 取 扱 い 、適 切 な支 援 につ な ぐ

ワ ン ス トップ 窓 口の設 置 等 、総 合 的 な事 業 者 へ の支 援 に取 り組 み ま す 。

〔数値 目標33〕介護ロボッ トの導入

〔数値目標34〕 I C T の導入

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令 和 8 年 度 ( 目標 値 )
(2026)

介護 ロボ ッ トの導入 を支援 した施設数 (累計) 104施 設 200施 設

指 標 令 和 4 年 度
(2022)

令 和 8 年 度 ( 目標 値 )
(2026)

I C T の 導 入 を支 援 した施 設 数 (累 計 ) 277施 設 600施 設

(2) 文書に係る負担軽減等

〇 介 護 分 野 の 文 書 に係 る 申請 様 式 や 添 付 書 類 、 手 続 の簡 素 化 な ど、 文 書 に 関す

る負 担 軽 減 に取 り組 み ます 。

〇 介 護 分 野 の 文 書 に係 る負 担 軽 減 を 図 るた め 、 介 護 事 業 所 に対 し、 I C T 導 入

に 向 け た 普 及 啓 発 や 支 援 を 図 ります 。

〇 国 が構 築 を進 め る 「電 子 申請 ・届 出 シ ス テ ム」の使 用 に 向 け た 準備 を遅 滞 な く

進 め る と ともに 、市 町 の文 書負 担 軽 減 へ 向 けた 取組 状 況 の フ ォ ロー ア ップや 、小

規 模 自治 体 へ の支 援 等 を 図 ります 。
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